
代替タンパク質とは？

代替タンパク質には、食用昆虫（コオロギ、カブトムシ、
アメリカミズアブの幼虫など）や外来魚（アジアンカープ
など）のほか、培養タンパク質（製造タンパク質、栽培タ
ンパク質、細胞培養タンパク質）や過去にペットフードに
使用されたことがない植物性タンパク質（ソラマメなど）
が含まれます。

栄養学について詳しくはこちらから 
PurinaInstitute.com

代替タンパク質は通常、牛肉や鶏肉など従
来の動物性タンパク質源以外のタンパク質源
とみなされており、食品やペットフードに使
用される機会が増えています。代替タンパク
質にはどのようなものがあり、何故ペットフー
ドに使用されるのでしょうか。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要
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ペットフード中の代替タンパク質
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人類の歴史において世界中の
さまざまな文化で、

約2,000
種類の食用昆虫が日常的に人
の食用として消費されてきまし
た。近年では特に欧州や北米
で食用昆虫の新たな市場が登
場し、食品やペットフードの原
料として使用されています2。

バランスのとれた総合栄養食を
提供するために、代替タンパク
質を単独または従来の植物性
もしくは動物性タンパク質と組
み合わせることも可能です。

ペットフードの原材料は、代替タンパク質であるか従来の植物性または動物性タンパク質であるかに関わらず、厳密に規定さ
れています5-7。さらに、ピュリナのペットフードの原材料はすべて、当社の厳しい安全品質基準も満たしている必要があります。

何故ペットフードに代替タンパク質を使用するのですか？

代替タンパク質はペットの栄養要求を満たすことができますか？

ペットフード製造者は、持続可能性に対するアプローチとして代替タンパク質を使用
することを検討しています。食品やペットフードの原材料として、動物性タンパク質の
供給量はこれまでより減少しており、環境負荷も増大しています1。その結果、ペット
の栄養需要を満たす動物性タンパク質への依存を最小限に抑えるため、代替タンパ
ク質源の模索が行われています。

また、代替タンパク質の使用は、土地や水、エネルギー源の保護に役立ち、温室効
果ガス排出量を低減するため、環境に与えるペットフードの影響を軽減してくれます1。

一部の代替タンパク質はペットフード中の新奇タンパク質として機能します。新奇タン
パク質食は、食物不耐症や食物アレルギーが疑われる場合に、過去に摂取したこと
のあるタンパク質の代替タンパク質として有用と言えるかもしれません。しかし、新
奇タンパク質を与えることは（食物有害反応を一時的に凌ぐことに役立ちますが）新た
な食物アレルギーが生まれることを防ぐわけではありません3。

ペットに必要なのはタンパク質や必須アミノ酸などの栄養素で、特定の原材料ではあ
りません。一般的に、タンパク質源の種類よりも、タンパク質の消化性や食事に含ま
れるアミノ酸の種類の方が重要です。各タンパク質源は、アミノ酸をそれぞれに独自
のバランスで提供します。

タンパク質の原材料は、それ単体ではペットの要求を満たす適切な比率ですべての
必須アミノ酸を含有していないかもしれません。しかし、代替タンパク質や従来の植
物性または動物性タンパク質を相互補完的に組み合わせることで、総合栄養食にペッ
トが必要とする必須アミノ酸を適切な比率と量で確実に配合することができます4。
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